
 

 

  

「ちばアクアラインマラソン」の開催の概念は、「『スポーツの振興』と『千葉県の魅力発信』を二本

柱とした大会を開催し、多くの人たちに千葉県と東京湾アクアラインの魅力を知ってもらうことで、地域

間交流の拡大による地域活性化を図るとともに、東京オリンピック・パラリンピックを契機に高まるスポ

ーツへの関心と醸成されるおもてなしの心をつなぐための大会とする。」としている。 

 平成 30 年 10 月 21 日（日）に開催した「ちばアクアラインマラソン２０１８」では、全国各地から

15,669 人のランナーが、あざやかに姿を現した富士山を眺めながら、青い海と空に囲まれたアクアラ

インを走り抜けた。また、地元の企業、住民の方々などのボランティアを含む運営スタッフ計 8,322

人が大会を支えた。大会には、コース沿道などの応援を含め約 36 万人が関わり「する、みる、ささえ

る」スポーツに取り組み、「スポーツ立県ちば」の一層の推進に貢献することができた。 

 令和元年度は、来年秋に開催する５回目の大会に向け、日時、コース、種目、定員、参加料等を決

定するとともに、大会を通じた千葉の魅力発信の効果的な方策等の立案に向けた準備業務を推進する。 

 

１ 令和元年度事業計画 

１ 会議の開催 

  ・総会、企画調整委員会、専門委員会 等 

２ 大会要項の策定 

  ・日時、コース、種目、定員、参加料、エントリー手続 等 

３ 募集要項の策定 

・一般枠及び特別枠の内容、募集期間、申込方法 等  ・エントリー/記録管理システムの構築 

４ 協賛企業の募集 

  ・協賛スポンサーセールス 

５ 各種運営計画の策定 

・大会運営計画  ・競技運営計画  ・コース設営計画  ・メイン会場等設営計画 

・医療救護計画  ・ボランティア等運営計画  ・ランナー等輸送計画  ・衛生計画 

・警備・安全対策計画  ・イベント運営計画 

６ 国際交流の推進 

・台湾の大規模マラソン大会（台北、高雄、桃園）との交流計画の策定 

・外国人ランナーに向けた大会告知  

７ 各種事業の実施 

（１）警備・安全対策 

   ・渋滞予測調査及び交通量調査 等  ・交通規制告知ポスター及びチラシの作成、配布 

（２）広報 

   ・大会ポスター及びランナー募集パンフレット等の作成、大会告知 

   ・ＰＲイベントの実施準備  ・大会ホームページの開設及び更新 

 （３）その他 

・その他大会開催準備に必要な事項 

  Ⅵ ちばアクアラインマラソン開催準備業務 



 

 

参考 

２０１８大会  

ちばアクアラインマラソン２０１８に伴う経済波及効果       

経済波及効果（千葉県内） 34.54億円 

 

直接効果 23.32 億円 

投資的支出 5.28 億円 消費支出 18.04 億円 

 

間接効果 11.22 億円 

第１次間接効果 6.70 億円 第２次間接効果 4.52 億円 

  

大会開催による需要増加額 34.70 億円 

開催事業費 8.65 億円 参加者消費 26.05 億円 

 

スポンサー数     オフィシャル２４社  サポーティング１０４社 

ゴールドスポンサー 

 

イオン株式会社    株式会社新昭和    株式会社千葉銀行  

成田国際空港株式会社 山崎製パン株式会社 

シルバースポンサー トヨタ勝又グループ  日本郵便株式会社 

ハーフスポンサー 三井不動産株式会社 

ボランティアスポンサー 株式会社オリエンタルランド 

ブロンズスポンサー OUTDOOR PRODUCTS  大塚製薬株式会社  キッコーマン株式会社  

株式会社京葉銀行  小久保製氷冷蔵株式会社  

三協フロンテア株式会社  株式会社ＪＴＢ  

全日本空輸株式会社  第一生命保険株式会社  

株式会社ダスキンレントオール事業部  株式会社千葉興業銀行 

株式会社ツインズ  東日本旅客鉄道株式会社  

株式会社フォトクリエイト  損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 

招待選手                    ※ＰＲ大使【 】  ゲストランナー（  ） 

マラソン男子 岡村 正広 （元気☆たつや） 

ハーフマラソン男子 サイラス・ジュイ 【藤森 慎吾】 【ボビー・オロゴン】 

（柏原 竜二） （パッパラー河合） 

（水沢 駿） （ピカ子） （Ａｑｕａ Ｔｉｍｅｚ）  

マラソン女子 山口 遥 （福島 和可菜） （西谷 綾子） 

ハーフマラソン女子 森川 千明  （コズミック☆倶楽部） （敷波 美保） 

（にしおか すみこ） （柴田 幸子） （中沢 初絵） 

車いすハーフマラソン 樋口 政幸  鈴木 朋樹 

土田 和歌子  中山 和美   

 



 

 

入賞者 

マラソン表彰男子選手 

順位 氏   名 タイム 備 考 

１ 川内 鮮輝 02:22’11” ｱｽﾘｰﾄﾗﾝﾅｰ枠 

２ 曽宮  道 02:24’25” 地域振興枠 

３ 三野 貴史 02:29’58” 地域振興枠 

 

マラソン表彰女子選手 

順位 氏   名 タイム 備 考 

１ 山口  遥 02:46’34” 招待選手 

２ 水清田 有紀 02:55’42” ｱｽﾘｰﾄﾗﾝﾅｰ枠 

３ 坂本 久美子 03:02’58” ｱｽﾘｰﾄﾗﾝﾅｰ枠 

 

ハーフマラソン表彰男子選手 

順位 氏   名 タイム 備 考 

１ NATTAWUT INNUM 01:09’50” 海外交流選手(ﾀｲ王国) 

２ 山崎 竹丸 01:10’18” 一般枠 

３ 畑上  陸 01:10’59” 地域振興枠 

 

ハーフマラソン表彰女子選手 

順位 氏   名 タイム 備 考 

１ 森川 千明 01:19’32” 招待選手 

２ 松本 恭子 01:20’40” 地域振興枠 

３ 岡沢 由依 01:24’15” 地域振興枠 

 

車いすハーフマラソン表彰男子選手 

順位 氏   名 タイム 備 考 

１ 鈴木 朋樹 00:51’38” 招待選手 

 

車いすハーフマラソン表彰女子選手 

順位 氏   名 タイム 備 考 

１ 土田 和歌子 01:00’05” 招待選手 

 

団体戦（マラソン）参加数２８１組（１，０３３人の参加） 

順位 氏   名 タイム 

１ すぐる！ 03:16’24” 

２ 中袖ＳＲＣ 03:17’14” 

３ チーム新舞子 03:29’14” 



 

 

沿道応援者 

沿道応援者数 ３６万人 

 

気象状況 計測地点 メイン会場 ※( )は海ほたるＰＡ及びアクアライン上 

時刻 天気 気温 風向 風速 

9:00 晴れ 19.6℃ 北北東 1.4ｍ 

10:00 晴れ 21.4℃(17.5℃) 北  (北北東） 1.2ｍ(8.0ｍ) 

11:00 晴れ 19.8℃(18.4℃) 北  (北東) 2.3ｍ(9.0ｍ) 

12:00 晴れ 19.9℃(19.3℃) 北  (北東) 2.5ｍ(6.0ｍ) 

13:00 晴れ 21.8℃(20.1℃) 北北東(北北東) 2.1ｍ(4.0ｍ) 

14:00 晴れ 22.2℃(22.3℃) 北  (北北東) 2.1ｍ(3.0ｍ) 

15:00 晴れ 22.3℃ 北 1.4ｍ 

16:00 晴れ 20.4℃ 東 2.3ｍ 

 

実施体制 

大会本部 実行委員会事務局、木更津市、袖ケ浦市    35 人 

ボランティア 
地域住民、一般公募、体育関係、学生、専門（自衛隊・救護） 

企業、県会議員 
4,849 人 

大会運営員 県職員、木更津市・袖ケ浦市・君津市・富津市職員 1,494 人 

審判員 千葉県陸上競技協会 423 人 

警察官 千葉県警察 306 人 

警備員 木更津交通安全協会他 1,215 人 

                                合計 8,322 人 

 

仮設トイレ関係 

仮設トイレ設置数 ７２６基 

 

救護関係 

救護所設置   １６箇所 対応人数 ９１７人 

救護車配置  のべ２７台 出動    ２３回 

ＡＥＤ設置 のべ１００台 使用回数   ０回 

救急車出動    １０回  

※２０１８年大会新たな取り組みとして、緊急時対応の為、ドクターヘリによる搬送体制を整えた。 

また、熱中症対策のミストシャワーを３箇所から４箇所へ増設した。 


